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岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを
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東海オンエアの皆さんとともに、
岡崎の魅力を発信！

詳しくは、4ページをご覧ください。

　「東海オンエア」の皆さんに本市初の岡崎観光伝道師に就任いただいてから、11年目
を迎えました。最新の調査では、東海オンエアの皆さんがもたらした経済波及効果は
10年間で369.1億円となっており、本市の活性化に大きく貢献していただいています。
今年4月に行われた家康公行列では、リーダーのてつやさんに家康公役として特別出演
していただいたことで、来場者数は前年を大きく上回りました。メンバーの皆さんが
「大好きな岡崎をもっと盛り上げたい」と熱く語ってくださり、本市を活動拠点にして
くれているからこそ、ファンの皆さんが全国から訪れ、さらには移住を決めるかたも増
えているなど、その影響力の大きさにはあらためて驚かされるばかりです。
　11年目の取り組みとなる市制110周年記念事業として、原付ご当地ナンバープレート
交付や、東海オンエアマンホール岡崎編を活用した周遊謎解き企画を行います。これか
らも東海オンエアの皆さんとともに、本市が持つ魅力を、これまで以上に多くのかたへ
届けてまいります。

　「パラカヌーとの出会いは全くの偶然からでした」と
話すのは、パラカヌー日本代表の加治さんです。教員と
して働く傍ら、育児休業後に出場した車椅子マラソンで
見事優勝。その走りがカヌー関係者の目に留まり、パラ
カヌーの道へ進むことになります。
　当初は教員と選手の両立を試みますが、想像を絶する
多忙な日々に身も心も疲弊していきます。悩んだ末、家族
の後押しもあり、パラリンピック出場という新たな夢をか
なえるために教員を退職。プロのアスリートとして生きる
決意を固めます。退路を断った加治さんは、これまで以上
に自身を追い込む厳しいトレーニングに取り組みました。

国際大会では体格差とい
う壁にもぶつかりながら、
懸命な努力の末、目標と
していた東京2020パラリ
ンピックの出場権を自力
でつかみ取ります。「本当
にうれしかった。支えてく
れた人への恩返しがやっと

できると思いました」。しかし、メダル獲得を視野に捉えて
いたものの、試合直前のけがにより本来の実力を出し切る
ことができず「本当に悔しくて、言葉もありませんでした」と
当時を振り返ります。それでも歩みを止めることなく、次な
る世界選手権に臨みますが、さらなる試練に直面します。
「痛みが引かずに病院へ行くと、頸

けい

椎
つい

ヘルニアと診断され
ました。腕のしびれで満足に練習できないこともあります
が、治療とリハビリを行いながらトレーニングを続けていま
す」。アジアパラ競技大会ではパラカヌー種目が実施され
ず、出場機会はありませんでした。それでも、聖火ランナー
や座位バレーボールのボランティアに参加するなど、パラ
スポーツの啓発活動にも積極的に取り組んでいます。
　「次の目標はもちろんロサンゼルス2028パラリンピッ
クです。家族や職場のかた、これまで支えてくれたすべ
てのかたの協力があったからこそ、今の自分がありま
す」。力強く語る加治さんの目には、既に次へ向かう景色
が見えているようです。障がいに負けず、どんな逆境で
も夢を諦めずにひたむきな努力を続けてきた加治さんの
挑戦は、これからも続いていきます。




